
貰4章 参考賛料（1〕「キャリア教育学習プログラム」再掲  

キャリア教育の考え方  

キャリア教育とは  キャリア教育とは，教育括・動全体を通じて，児童生徒一人  

ひとりの自己にふさわしい生き方を実現しようとする意鹿・  

態度や能力を青む教育です。   

キャリア教育に溶ける「キャリア」とは．「個鳥人が生野  

にわたって運行する撞卑な立場や役割の連盛及びそ牲過程に  

おける自己と働くこととの関係付けや価値付けの累積」とさ  

れていることからも「生き愚力」を育む教育と同じ方向性を  

もつものであるといえますp   

キヤ1」ア教育由必要性  背紋1恕ぜキャリ戸教育密推進し恕煉れぼな包ないので  

Lよう串㌔それは．児童生態巧詣堵蓉酪ぐ巧て，下記碩よき  

な標麺な課題部類摘草．軌て潜り，そ帯解駄に肉汁耳鼻かな人  

間性印育成，里重しい南野観．臓尭親靡青嵐 学習着席と撃  

方ぬ向上1社会駒自立蘭促重臣等が必雲老程づ竃眉たた抽です－  
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幸ヤリア教育の進め方  
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小学校の早h段階から．男運段階に応じて，児童 

夢直音むとと引こ，藤森社会人として自立していぐ恵めに必要億意欲・琴皐や車重の育成を国る  

ことが大切です。  

Ir l肘・脚レて  
君挺熟た最盛 挙訝 成果恕彗曹晶 と萄   

鹸頭 藍 詰粥手打鞄た削 鞍色目隷瀞   

キヤIjア軒肯由息点在塵麟、し．キャリア・カ   

官許畢町営邸囁凍閻礪御曜層堵都制堰  
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発達段階壷踏ま見竜   キャリア教育の基本的な考え方は．稜檻によって違いは  

ありません郡．具体的な囁組軌 児童生徒由実態た応じて  

計画・集践することが大切です。先達段階を踏思えるため  

に参考にな尋のi野，次ページに示す蓑1です．   

具体的な目標設定や学習活動を計画す乳酪に活用しま  

しょう。  
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参考資料（1）「キャリア教育学習プログラム」再掲  

表1  小学校・中学校・高等学校におけるキャリア発達  

小学校   中学校   高専学校   

（キ ャ リ ア 発 達 段 階）   

進・路の探索・選択にかかる  葡宴的探・索と・暫定的塵択の  魂喪・的．探索・試行と社会．的   

基盤形成の時期   時期   藤行韓・偶の時期   

・自己及び他者への積極拍園  ・肯定的自己理解と自己有用  t自己直廟・の深化と自己愛容   

心拍■形成・発展   感再獲得   ・薗択革翠としての動常軌   

・．身の．まわりの仕事や現墳へ  ・興瞳・由心等に基づく勤労  儲菓観の確立   

の園心・意醜の向上   観，■痕菓観㊥廊成 ・特来由計由立嚢と社会歯蕗   

・華や希望．憧れる自弓イ■  ・進路計画山王案車暫定飼蓮  行の準備   
貞一■・ジ町獲得 叔   ・進・蕗の項尭吟味と哉行的蓼 

・・勤労壷重んじ自掛こ向．かつ・  ・生き方や盤睦忙・親する現車  加   

て野カする階摩由野嘩   申嘩索   

（東部科学者「小学校・中学校・高等学校 キャリア軟膏推進巧手軋卜軒別  

本県における取舶   串既に番いても．児童生徒乱 撃督励成康層生蕃るこ阜  

㊥働く古史に鮨事村瀬届鹿廟張．先達段階虹応じた尭王醍飽・  

体験嘩藩学翠許勤菅菜施し．職業車仕事．社輩尾や・むl守備  

選集拍敵襲＃顧探愚息取組を．檀廠臨に推進して勒意鹿．  

草薮 博雅・・革葬押  

年額  打16   甘1丁   甘1甚 HI■9   Ⅵ2旺 刊．宜1 

本県・の・めぎすキャリア教育  
車中・．リ：才蔵啓蟄通＿じた  「百・己申在や粛  

畦蕃る加中背鹿  生幸恵由過勤 

山．口県キャリア敦青推進協議室   

キ ヤ 
・・  

リ  

ア 敦  

育 ■  
推  

進： 事＝■  

インターンシ豆プ推進 

垂  

骨までち教育嘩嘩甲御準  

囲 
車中押塙タヰ・・・ウイ一郎中華聖職囁体掛  

事  

葉＿・  
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キャリア教育の成果と課題  

取組の成果  キャリア教育を先進的に推進している学校からは．児鵡生  

徒が様々な体験活動を通して，仕事の厳しさや楽しさ．人々  

の温かさや仕事に対する誇りなどを実感するとともに，自分  

が社会の一員であることを認識し．自分自身の存在の大切さ  

に気付くなどの成果が報告されています。   

また，これらの学校の実践から．成果とともに課題やこれ  

からの取組の方向性をみることができます。   

キャリア教育の課題   

系統性のある全体計画や  

年間計画の作成  

小・中・高等学校を通した伯組に一貫性・系統性がやや欠  

けるため，学習内容が重複したり，学習効果や評価が曖昧で  

あったり．一過性のイベント的な取組に終わってしまいがち  

になったりすることなどの課題があります。   

すべての教員がキャリア教育の趣旨を理解し，各教科・科  

l］．道徳，総合的な学習の帖‖れ 特別活動等，様々な場l何で  

取り組むとともに．近隣の佼柿間で情報交換を行うなどの連  

携を図りながら，キャリア教育の全体計画・年間計画を充実  

させることが必要です。  
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キャリア・カウンセリンク■1の  児童生徒が将来の夢や希望を描き，学ぶことへの意欲や目  

的意識，働くことの大切さや楽しさを確かなものとしていく  

ためには，計画的なキャリア・カウンセリングによる適切な  

働きかけを行うことが必要です。   

児竜生徒一人ひとりの内面の成長・発達を促し，将来，社  

会人・職業人として自立していく基盤となる能力や態度を育  

成しましょう。  

充実  

・l学校におけるキャリア・カウンセリングとは，子どもたち一人ひとりの生き方や進路．教科・   

科目等の選択に関する悩みや迷いなどを受け止め．自己の可能性や適性についての自覚を深めさ   

せたり．適切な情報を提供したりしながら，子どもたちが自らの意志と責任で進路を選択するこ   

とができるようにするための，個別またはグループ別に行う指導援助である。  
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第4章 参考資料（1）「キャリア教育学習  ログラム」再  

課題への具体的な対応  

牛車仕官葡菅田深層に対応す竜た癖軋 rキサリ訂教育全  

体計画モデル」と「学習系統衰J密議し生す。  

全体計画モデル  

学習系統表  

0一斉性・系統性を高抱る  

0校捷間の連携  

白キャリア・カウンセリ才厨の充実   

各校種閏に系統性をもたせるた敵旺上軋 小一中・高等学校  

旺共適宜轟嶺点が必要です。   

そこで二 3ヨ巧視点を設定し蓋した．・  

3つの視点の設定  

次に，こ軋ち呼視点を華宜した理由萱蔀明します。  

・「・6宜－   



習プログラム」再掲  渠4童 参考資料〔1）「キャリア教育  

3つの視点について  
■ ■ ■ ■ ■ ＝ ＝ ■ ■ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ■ ■ t ● ■ ■ … … ＝ ■ ■ ■ ＝＝ ＝ … ● ■ ■ ■ ■ ● ＝ ＝ ＝ ＝ t ■ ■ t ■ … ● ● ■ ■ ■ ■  

教育活動の見直しの促進  様々な教育活動を．キャリア教育の視点から見嬉し，系統  

的な取組を謹直ていくためには．小・中・高専学掛＝共通す  

る具体的鞋視点が必要です．抽象的な視点だと．．星の学習活  

動壷見直せばよい由かが曖昧になるからです。   

そこで，「夢づくりJ「働くことの意味J「人とのかかわり」  

という分かりやすト視点を設定し．丑昔話勃¢見直しと系統  

的な取組の促進を図ることとしました．   

育成すべ幸能力と申開連  平鹿17年3．月伸盛の 一幸サリア鞄育免推進旺ついて～児童  

生徒一人掛と掛野辞め嚢項に向けて～」（山口県教育重畳金）  

で牡 牛ャリア教育で育成す吋卓龍力を．醜聞よう旺示し甘  

います。  

■■■■ ■．■■■．■ ■ ■■■■■■．■■ ■■■ ■■ ■ ■ ● ■ ■■■      ■■●■■■■．■■■■■■■ ■．■．■■■ ■ ■■■■■■ ■■ ■■ll■■l●．■ ■  

l  ■  ■  l  

■   ■  
＝  」  ●   ■  

自他侃艶辟能力  ；：借報収集－・輝盛儀力：  

鞍業軸能力  盲コ一三ユニサーション能力：言  
l  暮  ■  l  

■■・■■■■■■・・■■■■・■■■■■■■●l■■■・■■■■■■■  ■■■■－■▲■■■・－・■・・■・■・■・■●■・■■■■■■■■■■■■■・－・■■  

■＿■■千■lt■■］■一L■L■■■■l■l■■ ■■■■■l■■■■t■l  

l  ■  

■   ■  
l l  

；役割把握：練哉能力 ＝  

計画案市能力   
■  l l  

善択艶カ   

間藤解決能力   
t   

■l■ll■ ■■■l■J■■■■■■■l■l■■■．■l■■l■．■■■■■ll■ ■l■ ■■■・■■■l■l■ ■ ■ll■l■ ■■   ■■■■■■ ■．■■l■ ■．■■■■・l■．■■■■ ■■■■．■■●●●■■■■■ ■■■■   

亭つ・の視点軌 これらの能力も踏まぇ薙がら．で垂皐だけ  

分廓牒や軒く－‾キーワード化して設定し恵bた血 能力と視点の  

仁hk．「   

、とのかかわ   

工夫・改善由布噂性の提示  分廓牒や宙抽視点が為れば．各取組■にヨいて工夫・改善の  

方向性がより萌備になります．「所属する重点丑専政めると  

きに．垂貞会市働個意義についての話し告い帯勒巻取り入れ  

てみよう」「こ昭菅菅では．もっと人とか軸触る場面密設定  

で卓るので憮ないだろうか」というようにです環   

また．㌢コ印視点は実践馨評価するボ■イントに屯在ります．  

実践と計画萬見直しを繰り返し丘がら．より産い教育括働旧  

高めていきまLよう．  

←6藩－  



全体計画モデルと学習系統表について  

組織的・計画的な取組の  

必要性  

キャリア教育は．個々の教員だけで取り組むのではなく，  

学校全体で組織的・計画的に推進することが大切です。その  

ためには，各学校における全体計画が必要となりますこ   

そこで，全体計画作成上の留意点と全体計画モデルを提示  

します。ここに示すものは．あくまでもモデルですので，各  

学校の実態に応じて計画を作成しましょう。   

学習活動の見直しの促進  学習系統表では，各教科・科目，道徳，特別活動，総合的  

な学習の時間，特別教育でのキヤりア教育にかかわる学習  

を，学習指導要領に示されている内容を中心に，3つの視点  

に沿って提示しています。これにより，各学校がどのような  

学習を実施し．見直していけばよいのかを判断することがで  

きますし、   

ただし，系統表で示した学習iま，キャリア教育にかかわる  

学習のすぺてではありません。あくまでも想定される学習で  

す。学校によっては，総合的な学習の時間に，キャリア教育  

にかかわる学習を取り入れて教育課程を編成してし）るところ  

もあるでしょう。   

教育活動全体を見直し，各学校で様々な工夫をすることで，  

キャリア教育をより効果的に推進することができますニ   
蛮
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他校種の学習内容を踏まえた  

目標の設定  

各学校でキャリア教育を計画的に推進するためには．児童  

生徒の発達段階を踏まえ，各段階で身に付けさせたい到達目  

標を具体的に設定することが大切です。   

そのためにlま，各学校段階でどのような学習が行われてい  

るのかを知る必要があります。系統表で提示している学習を  

参考に，他校種の学校で「子どもたちには，どのような学習  

経験があるのか」「これからどのような学習に取り組むのか」  

を考慮しながら，目標を設定し，具体的な学習活動を計画し  

ましょう。  

－ 54－   



資料〔1）  「キャリア教育学習プログラム」青  

キャリア教育全体計画作成上の留意点  
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lll「t帽  r「「1書  

＝＝  

む甜  

葛轟音基車軌苧牧師  ロ 平成凸各牢開   
示ケ「トたよ呑とゝ額莱yノコ喝ノJ   

に藩び付宅建醸＃替楓中瓶足   

産経轟忠恕加瀬いゥ  
0 聴韓見学やヰ軒タ【ブタがザ   

筆画軸疇萄軸．他誌拍悲学  

螢  
取持  申  

尊卑審亨教育撫轟由手引  
皇生徒一束喧嘩拇砲牒   
楽観壷薯で野庭粗密一」半壊  
1辞≡11月㈱  【教育目欄  幡鞭  

屈志軸緑園耶畔恥骨押掛撃嘩痺鞄弼鞄  
r敷革方針】  
嘩高い知蛙．軌＼斎瓦轟かな情操を坤古生A轟音軸楚中島  

楓キャリア教育盤推進す瓦  
屋泰盛端地境社数と吋轟親密奄にし開融払在学校肇藍坦蒙蕪軽   

呑凸  

習甜山賀満である  

牌師軌華郵畔  

肝聾碧精の郵韓は車羞む   
程蘇I㌔  

日華轟石鞋榊帯読替飽   
甲瓢棉声高い。  

三菱匹御」  臼‾「車蛸密教   
雫辟摘草甜、山哺葡苛垂  
毒筆  ■■  

■■「＿」」  

rr。一一・樺酬活動及牒跨食鞄な学習鞄職野輌己着け古体騎細密常勤障人と咄嚇恕随通じ．苧ぷこと  
！l．÷占鞄轟義漕壌梨相席L．社会性概括と粗に．良知棚計す呑意執密議め岳．  

①章ぷことの意義を考克．±軍智蕾執着育め  

滞樺将軍智恵寒椿L，博覧ことの蔵蕪を   
考湿轟晩  

l  

① 辞鰍学錯敦縁組いた政義   
を通し屯白金即個性結亜うた聴取追   
分鞄軒聾す奄上磯■撃蛙等転毎11て考畳  

僅■ 自ら砲ライヲぎテン壷裏現しよう右耳‾る高い  
もも白餅人草宙自分曙菅焉簸哲蘇L、．  
と∋とす董聴東亜葡電熱  

オープ榊r葺真でゝ由  

L学監適して．進路倍額弓  

嘩師嘆暁陪・卦咋申  

＿＿＿√＿－＿＿．＿＿＝＿．－・ヒ            l  

Lホーム距－■血活動   ‾‾■ ■・苧析事   
棒卓晦章車由時碑  ・号坤■鱒環覿  

庸割純嘲 囁≡担癖軸■・    学校・生活．の        ．べ ①■生硬滞癖■尭   
ヰ         （訪■軸軸埴壊観j∃  畦廉直壌鮭   蒸聴酎．由  艶麗療養費囲   蕗謹直L．・．華徒婁＝   

計活動や申子   智者葡垂轟軌・．塵画払底轟取・＝情報申席穎   ■・＝確縁    ・誌拙畿騒  適癌痛 
． 薗：触J同喪恕 

堪獲轟嵐甘古肴南轟馨韓這．書 鹿菓薗軒 帯革蕃軒な  廟鮎  
．  

担せ苺とと封己滑舟力・・ぬ育成塵  
■  

体戟 替聾士由津軽壷   
鞍野島   

l  

画執  
睡軸碩毒酎 
中国郵弾㍊  ■  

一丁・て＝㌻ ・  

¢．掛揖 
l  

倖親疎姫蓉覿畠j 
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キャリア  
射場⊂コ臥鱒雛細筆帥蓉や革樹樹。  ～一人ひとりの夢の実現に向けて～  

小学較（小筆部）  

自己及び他者  
ぎのまわりの仕  

中学校（中学郡）  高等学校（高等部）  

短よ唖Li自、已掛  



実施  撰：葉捧寧  

1棟数野太草・‾牒担い専門学校華鈴帯師＝・を畢薗た笹韓ガイダン見  6．■0辟四8    il琴） 

2 車重盤・同意壷・．F．こ・よ・る帝兢中腰敷革轟軽挙専  4■9・枚．印4∴2：三郎 

・．．白 旗鹿妻■腑鹿建値廊＝くユ．によ番魂鹿骨痩菓・i面接指導轟  6校・＝ト虹・1屠〉 

4：地元産重森・．ど地感申．ふ村によ竜藩錬車痩集．面鹿指導等  4＝・如酎加．∴♯＝削  

5 大学等上蔽単位の教員を招へいして徳義を偉観  4・・・岳痙   蛎  ．．窒  

盛 上範宝～・畠駄外中外細人材に．よ奉読敵．講義湊脅，公演等  旨  瞳  

｛聞常俸ゴくりほG＝耳卜宜昏軍三・且・FP≡Y専）   1畠捷■■く畑＝．音盤） ＝ 

建垂人七．■し 2＿・．・琶  鹿〔．柁4■    鞘）  
‾■‾‾‾‾‾‾‾‾‾■‾‾■■‾‾‾1■‾‾．t■‾‾T■■：■▼‾－‾‾■一■■■■‾■■■■■－＿■■■■■■■．■■■■■■■■■■■  

福祉・た臨す葛藤義・韓習（舟革・垂型番襲撃朝  
‾■‾‾‾‾‾■‾■‾′了て■■■■．：■F■■■‾‾■■■＝．‾‾．‾‾‾‾‾‾‾‾‾′‾■■■◆■■■‾■■■■■‾■■■■■■■▲■■■■■■■■■■■■  

疎錘毒垂≠蜃専行政榛開園徳育畦轟轟意義等  
＿＿＿．－■÷・i．・．＿上i▲■i▲一＿＿ロ＿圭i■＿＿．．．＿  一一．  ＿■．        ・・■・－■・－●・■■－■－－－－・▲●■■・－－■■－一■－■・一一－・－・－－■－－・▲－・－・－－－－－－－－－－－－■・－・・－・－－■－－－－－．－－  

植村忠恕野の・弟一癖七蕗辞す番且癖観 1■■7    由  
‾ ‾‾‾‾ ‾‾‾‾‾■■一■－－■■■■■■■■■■■■■■■■■‾‾■‾■一■■†■一■■■■r■■■■■■■■■－■－■■■■■■■●■■■■■■■■■■■■・■■■■■■l■■．■■■・・■．■▼．■■・・■・■一・・■■■■■・■  

基線虫酸   1・・5壌辞丑  

7 歯車旅行lこ割ナる・大学等上敷学校・企垂への訪問  1・・4・鹿  

串 ＝軽重日荘轟け各企業t地境息垂・（摩学療育中直鹿く） 3・．・郎酎弛・・．・如打  

や・軽業日．■．虹轟吋草大学等上飯事棲息学膳・学醜行中宮除引  2＝日放由も膚酎 

i．q■＝ 最掛休薯中・に串拝車重菓・大草専詩碑（瀬島が弓：■l率■したも・由・に酸鼻） 4由経絡虹昏  

11華軽外笹串叶毒味帝・酎膣診断等申．来賓  H如拙．廟酎 

1寧 恥・・・中学生と■の賓埼学習（埋草忙宙け草ホ・中学生中野準・皐同額茸等）   亘1■  ・■感知   亡．帽  
13 草蜂外で隠ポ・ランティ了活動」簡■馨学年埴華僑彗且琴加嘩暫卿  軒  ■顧  嘩≡  

Ⅰ・4・轟社施設専掛野伺・．叶沖一榊ヂ†聴場見草餅軋特定学年由里見由も嘲  申喋引軋．．鰯  

婚 俸単墳抒以外碍帝蹄壷伴■う行事横田藤泊阜．特建学和唾軽重畢蓼抑的叫  翠甘梗‡＝≡   田富  諸  

軸 勉強昏癖席塾生蜘晩学捷草政変た磁在野の辛抱が共．画璃赦して里最も嘲  1堰療．■   郁雄勧 

拍．．．享年融を適した造政敵転．河鹿鹿．＝【進蕗ノー■ト ＝ポー・トフォi」・こオ専】  宜；1捷  

強 進藤草替壷恵む鮎．．牡鹿査薪東経動癖発表垂摘嘘単車由‾生徒重点：密輸竜尭表す尋・恵打   餌場顔  

地学草由・生健恕垂加してい呑   鼓由鹿軸許    匂庵． 

保護者車参加ふてい＝阜  1古拉   接見ナ   艶）  
．ヰ＿＿＿            ・■＿・・r・■■■‾－    ‾丁・‾‾T‾‾・‾‾‾‾‾‾‾‾－－．T・▼ノ＿・‾二千l‾一丁■■●・■■T＝■一千・：・＝巴：亡・＝‾‾T 一亡■埠ヤ■とこ卓‾‾－■ナ■＝■＝モ1ヤーー■滑   ●．▼■ ＿－√一  

地嘩住贋等革蓉郵Lて担昂   

冗中等教育車扱敵組恥程を含蘭  

インターンシップ■  状況（  

全件中状況  
蜘細密軸細由瞳＝触  

・菓施塵・亡尭歯車ラ  芋苦孟三雲君誓諾蓋こ賢覧壷傭鹿勤   

金庫 を専横一撒臥即射   3＝．．3・g．5．・人・（軸1．．・．■＝†削   

嘩畢旺園す早耳門＝単科  ・耳ヰ・嘩・（■】叫埠ユ   彦．0争■串・人（草鞋 

由＿  

ヰ革耕弥由専門学科 1・・嘩■叫．串翠さ   軋丸f■軋耶射  

庸青学郵 5・■・嘩・（岬0■■割   甘1宮人畔乱・モ嘩） 

訴  

普通料   2・＝5・・■捜．沌1．0削   6ナ6＝人（1一屯ヰ知）   

詳「凝集粍関する廓門学科」旺ついては．米華科ごとに1捷と－してカウントしてぃ愚．（倒．：商工高槙妊2捷）  

→、岳9一   



鳶4章 参考資料（2）県内公立高等学校の状況（平成21年席末調査より）  

2 教育課程へ中位在村け及び畢加形鮭‾ ＝・  i  
蓼・加 形 ■腺  

教育課程へ由位屠付‾け  

軍 
年■  †   

A 特別活動で実施   11．稜   6 接   岳 綾   

B・■髄台的な学習「田時間で稟施   19 擁   ユB 槙   3 披   

亡：胞菓に閲す思教科・粗目・の中で稟埴   19 稜   9 撞   1ロ 撞   

D 「課題研究」のヰで実施   衰・校  3 撞   

E ■学校設定教科・科目で実施   4 槙   ユ疲   1撞   

F 「学校外に串ける学修」として実施   7 校   1校   β 撞   

G 教育課轟・に任せ付けずに実施   1畠 槙   1校   12 校   

＃A・－Gの二つ以上に護当す各掛合は．そのすべてをカウントしています．  

弼菓酎こ事業所等で行う体酪酷熱を対尭と♭て奉り一事前・事後紗那ま青めてll幸せみ！ 

こ條る活動美方射寅況〔定時制〕  キャ】Jア睾   

蹄動東園内管  実確辟＝（束帯革）   

1 インターンシサブ  2曙（14・摘 

2 ＝鞍赦の大学・＝短大・専門苧硬筆掛酵師奄帯地た準蹄ガイダンス  5．榎 田5．T別 

3 卒業生．・同．畢生による講演や授業，．面接指導等  9・．稜■．〔84．3■％）   

4 地元企業など地域の人材による轟痕や・捜菓．面接酷垂等  4・按亡姐甘咄   

5＝ 大学等上数学癒の．教員＝を栖へいして講義を体験  2＝捜．■（14．．吉光）   

仕 上記2－5以外町外部人材によ苺講岳，講義．撮習．公演専  テ槙・（・5臥0■如  

人敵関係づくり（■s．GE，5 2・校（■14．写知）  

社会人として申マナー〔あいさつ，竜話対応等）   2校（ 
一■ －一一－－－－－ － － －・・■－－ － －・－－ － － 

ハローワーク専行政棲蘭■関係者による講義等 1輯．・（．了．．彊銅 

様々な分野の■第一鱒で括捜す阜人軌硝嘩   1硬＝・．くれ【＝拓） 

芸術公演   1校（7．．l■％）   

7 膵学旅行に剖ナる大学等上故苧嘩・企 1拉〔7．王％）   

邑 授業日における企業・職塩見苧亡蛙草施行．中を障．く） 1校■〔丁．1拓）   

9・長期休業中にぉける企業・大学専訪問・亡敦鼻が■引率したも．の・に限る） 3掟・（2■1．4落）   

1中 学校外でのボランティア活動・．亡特定学年の生徒全員参加のもの）  6梗（4乱由軸   

1．1福祉施設毎町訪聞（インターンシップ・■嘘墟見学以礼廟定学年酔生牡生島参加中もの）  1痩（7．拙・） 

1■衰 3．年間．．置通した進路前屈旧作成〔進蕗ノート．啓一トフォリ■オ等）  1按17．1男山   

1章・進路苧替を青む壌々な訴査研究活動由発裏書‾牌軍学甲巧哩徒全島由前で尭表するも嘲  4硬■〔諷8肇プ  

但学年由生徒毎参加してい尋   3現（町4・朝   

壷
⊥
埠
‡
■
－
 
 

一6愈－   



第ヰ章一 垂  料（す）閂係億帝  

敦育基本法（関係条文  

第二集（教育の白鍵〕 教育は．そ四日的を実現す亀ため．草間の自由を尊重しつウ，次に掲げる   

目槙を達成するよう行われるものとする。   

二 個人の価艦を尊重して．そ町碓力壷伸ばし，間道性を培－い．日主及び自律由精神を養うとと  

もに，職業及び生括との園連巷重視し．勤労を重んずる態度を養うこと。  

葉十三集（学校．家庭及び地域性昆等の相互町華構協力） 学校，家庭及び地域住民その他中国係   

者は，教育にぉけるそれぞれの役割と責任を自覚するとともに．相互の連携及び協力に努めるも   

のとする。  

⑨人＃育成に博する社会め雷構に応ぇる   

一人→人の社会的自立を実現するとともに．我が国社会の活力の維持・向上町観点から，  

勒育と漉某や産業社会と．の相互掛かかねり啓一屠強化し．人材育成に閲す各社塾中要請世塵  

まえた葡育を推進する。このた軌 キャリア敵背を推進するととも．に．産業界と連捧して．  

託た，初等中等赦菅段階加ら高等教育段僻に至る載菅の連続性に配慮しつつ．職業教育を推  

進する。あわせて．グローバル化に対応L静昂国際的通園性のある高度専門廠業人町誼成を  
l－ ■  ■ 「」  

推進する。  1
．
．
 
 
 

○ 地域の人材や民間の力も活用したキャリア教育・聴業敦育，ものづくりなど菓践刑教育ぬ推進   

干どもたちの勤労観や社会性を養い．将来の戯業や生き方についての自覚に草するよう，経済   

団体．PTA．ⅣPOなどの協力を得て，関係府宙の連携により．キャリア軟膏を推進する轟 特   

に．中学校を中心とした職場体験活動や．普通科高専学掛こ掛ナるキャリア教育を推進する。  

また．高校生等に専修学校の機儲値活用した皐様な職業体験の機会を提供するための取組を促   

す。苫らに．ものづくりに‾関する児童生徒の興味・関心を高崎るとともに知識・技術堰習得させ   

るため，例えば小・中学校段階のものづくり俸簸や．専門高校等における地域産業や経済界と連   

携したもの－ゴくり教育をはじめ．産菓．漉業への理解重囲る。  

○専門高楼専における聴蕉教育の推進   

職■業教育の悟性化に資するよう．専門高校が地域社会と連携して行う特色ある職菓鞄育申取組   

を促す。特に．産学連擁による専門的職業人を暴威するための尭践約款育を関係府智と連携して   

促す。また，産業社会の動向や地域・生徒由実願・ニーズに対応した教育内容の改善や学科等由   

謹聴・改編等を促すた軌 先進的な事例中背及筈に取り組む。垂らに．専門性の酎ヒを図るた   

軌 大学等との連携・接続の強化を臆す。  

一昏ユー  



基本的方向2：個性を尊重しつつ能力を伸ばし，個人として，社会の一員として生きる基盤  

を育てる  

官〉 規範意識を養い，豊かな心と健やかな体をつ＜る   

新学習指導要領を措まえ．生涯をよ【1良く生きようとするJJの源泉となる豊かな心と怪や  

かな休を育成する。あわせて，将来．拝美Ⅲ眉¶凍竜一邑とLて生きる自覚を促し． そ出た  

めに必要な草笛を養う．＝  

0 勤労観・職業観や知識・技能をはぐくむ教育（キャリア教育・鞋業弛育〕の推進  

干どもたちの勤労醒や祉三っ性を蓋い 二轄塞の職業や生き方に′コし」ての自覚に彗するよう，揖宿   

用件．PTA，NP亡〕などの1霜力を得て．開陳府宙の連騰により、小芋按段階からのキャリア教   

育を推進する．特に．中学校を中心とLた職」一引有蝿描勤や，辞退‾科高等学校におけるキャリア詫   

存を椎j旺する「  

蓋た．専門高校等が地域社会等と連携Lて行う指色ある職業教育の取組を促すとともに，高校   

生等に卑怯苧拉の幡駈を借間した鼻柱な職業体験の機会を提供すろための田迫を促すっ さらに．   

ものづく：＿Jに関する児童生徒由興味・間」L、を高めると土‾もに知識・技術を習得きせるため，例え   

ば小・中・苧校段階でのものづくr・ノ1体験牛．中門高松等における地域産業や経済界と連携したもn   

づくり教育長はじ軋 産業．職業への‡銅宇在国る．「  

高等学校学習指導要領〔平成21年3月告示，関係部分〕  

崇1章 総則   

帯1款 故育課程編成の一騎方針  

4 学校にぉいては．地域や学校切実盤等に応虻てt 就業やボランティアにかかわる倦盤的恋学習   

申指導直通即こ行うようにし．葡溺蘭尊卦中部遺すること由書び置体得遷せ．望度しい勤労常i  

職尭嶺鹿育成や社重奏仕の精神Ⅲ窟養旺草するも馳す駄  

崇5義 教育課程由編成・実施に当たって配慮すべ善事項  

4 儀装教育旺関して配慮甘ぺ昔事項  

〔Ⅰ）曹漕科捉お前てほ．地域や華按招集態1生徒取持性．進路等を考慮し．必要に応じて．適切  

確味菓に関する各教科・科目の履修の横車田確保虹コいて配慮す竜も由とする。  

〔幻草槙に忠臣て吼 キャリア教育費推進するた捌こ．地境や苧掠め菓薦，生徒吟特性．進鹿等   

萱考慮し．地域や産業界等と田津換を国軋産業現場等比患ける長軸間の実習を取払五覿愚な  

どの就業倖簡甲機会を積穣餌に設けるとともに．地域帝産業界等の人々の協力を構棒野だ得る  

よう配慮甘苺屯のとする．  

5・教育課捏周東施等に当たコて配慮すべ吉事項  

以上呼ぼ軌 浜野事項忙ついて配慮甘る屯由とする。  

（4）生徒が自己田在り方生者方を考え．重体卸こ進藤を選択することがで曹皐よう．学校野載育   

宿敵全佑遼遠じ．計画相，祖廟的盤進鹿瀬苺を行い．串ヤリア聴音を推進す竜こと．  

一62■一   



第5章 特別活動   

第2 各活動・学校行事の目標及び内容  

〔ホームルーム活動〕  

2 内容  

学校における生徒の基礎的な生活集団として編成したホームルームを単位として，ホームルー   

ムや学校の生活の充実と向上．生徒が当面する諸課題への対応に資する活動を行うこと。  

（2）適応と成長及び健康安全  

り 社会生活における役割の自覚と自己責任  

工 男女相互の埋解と協力  

オ コミュニケーション能力の育成と人間関係の確立   

（3）学業と進路  

ア 学ぶことと働くことの意義の理解  

イ 主体的な学習態度の確立と学校図書館の利用  

り 教科・科目の適切な選択  

工 進路適性の理解と進路情報の活用  

オ 望ましい勤労観・職業観の確立  

力 主体的な進路の選択決定と将来設計  

〔学校行事〕  

2 内容  

全校若しくは学年又はそれらに準ずる集団を単位として．学校生括に秩序と変化を与え．学校   

生括の充実と発展に資する体験的な捕動を行うこと。  

（5）勤労生産・奉仕的行事  

勤労の尊さや創造することの再びを体得し．就業体験などの職業観の形成や進路の選択決定  

なとに資する体験が縛られるようにするとともに，共に助け合って生きることの喜びを体得し，  

ボランティア活動などの社会奉仕の精神を養う体験が得られるような活動を行うこと。   

第3 指導計画の作成と内容の取扱い  

1 指導計画の作成に当たっては．次の事項に配慮するものとする。  

（1）特別活動の全体計画や各活動・学校行事の年間指導計画の作成に当たっては，学校の創意工  

夫を生かすとともに，学校の実態や生徒の発達の段階及び特性等を考慮し．生徒による自主的，  

実践的な活動が助長されるようにすることこ また，各教科・科目や総合的な学習の時間などの  

指導との関連を図るとともに．家庭や地域の人々との連携，社会教育施設等の活用などを工夫  

すること。その際．ボランティア活動などの社会奉仕の精神を養う体験的な活動や就業体験な  

どの勤労にかかわる体験的な活動の機会をできるだけ取り入れること。  

（3）学校生活への適応や人間関係の形成，教科・科目や進路の選択などの指導に当たっては，ガ  

イダンスの機能を充実するよう〔ホームルーム活動〕等の指導を工夫すること。特に．高等学  

校入学当初においては，個々の生徒が学校生括に適応するとともに，希望と目標をもって生活  

をできるよう工夫すること。  

（1）〔ホームルーム情動〕を巾JL、として特別活動の全体を通じて，特に社会において自立的に生  

きることができるようにするため，社会の一員としての自己の生き方を探求するなど，人間と  

しての在り方生き力の指導が行われるようにすること。その際，他の教科．特に公民科や総合  

的な学習の時間とのI期連を図ること。  
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